
まえがき

急激な生物個体数の減少や絶滅といった危機が認識され、国際的には「生物
多様性条約（以下、CBD）」、国内的には「生物多様性国家戦略（以下、国家戦略）」お
よび「生物多様性地域戦略（以下、地域戦略）」の整備が進められてきた。また、

「持続可能な開発目標（SDGs）」も定められ、「「陸の豊かさ」、「海の豊かさ」、「安
全な水」、「安定した気候」といった“自然資本”がすべての目標を支える基盤で
あり、それらの保全は、すべての者が活動目標に組み込んでいかなくてはなら
ない」と言われてきている。国際的、国家的には、こうした様々な枠組みがつ
くられてきているにもかかわらず、現実的には、生態系の劣化や生物多様性の
損失が止められ、回復に向かっているという明るい話題はほとんど聞こえてこ
ない。なぜなのか。それは、多くの地域社会では、それらが遠いところの出来
事であって、自分たちの暮らしとは直接的には関係ないのだと考えられてきてい
ることによるのだろう。そのような中でも、一部の地域では、関係者が協働の
プラットフォームをつくり、知恵を出し合って地域の自然をうまく活かし、そ
して保全しながら地域をよくしていくための活動を展開してきている。今、必
要なのは、それら地域で行われている活動を火種として、他地域に広げながら、
大きな炎としていくことだ。地域での協働活動の推進には、経済的に地域の発
展に寄与できるのかといった観点や、地域への愛着や活動そのものの楽しさ、
将来世代への責任感といった価値観も大きく影響しており、単純ではない。様々
な主体を巻き込む形で自然資本管理を進めていくに必要な目標設定のあり方、
多様で多元的な主体間の合意形成の進め方、そのために準備すべきプラットフ
ォーム、そして、マネジメントなどのあり方を、地域の個性に応じて考えてい
けるようにしていかなければならない。それを支援するツールキットがあれば、
活動の水平展開にもつながることになるだろう。

本書は、地域に入り込んで研究や実践活動を行ってきた研究者・専門家でプ
ロジェクトチームを組織し、それぞれが持つ経験知を広く社会と共有するため
に編まれた。まず、地域での活動のインセンティブ（行動を促進するための仕組みや手
段）、同じ目標を持つ人・組織のネットワークの形成、そのネットワークによる
自然資本の協働管理活動の創出、政策への落とし込みといった一連の流れを整
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理し、ボトムアップによる「緩やかな環境自治」の創出プロセスを詳細に示す。
次に、合意形成、ガバナンスの構築、政策形成などの過程の様々な場面で用い
られ、個々人に蓄積されてきた経験知を抽出する。それらをパターン・ランゲ
ージとしてとりまとめ、自然資本管理に関わる協働のプロセスをデザインし、
マネジメントしていくためのツールキットとして提供する。

本書には、各々の地域の実情に沿った協働活動を進めていくためのヒントが
ちりばめられている。自然の保全をテーマに研究しながら地域の実践活動に貢
献したいと考えている研究者や専門家、NPOや市民団体で活動を実践している
人たち、生態学者と組んで仕事をしたい市民のみなさん、まちづくりのプラン
ナーや技術者、自治体の職員の方々に手にとってもらって、参考にしていただ
きたい。

本書の構成と使い方
本書は、「第１部 自然資本の協働管理の必要性と先進地域からの学び方」、「第

２部 暮らしの中で自然を賢く利用するための協働のプロセス」、「第3部 地域の
自然を守り活かす取り組みを実践していくために」の3部11章で構成されてい
る。

第１部では、本書の導入として、自然資本の自律的な協働管理を進めていく
ために考えるべきこと（第１章）、「実践としての超学際」という考え方に基づく社
会変革の理論（第2章）、パターン・ランゲージの説明とつくり方（第3章）が示され
る。第2部では、沖縄県恩納村での生産者・加工業者・流通業者の連携による
モズク生産地としてのサンゴ礁再生（第4章）、新潟県佐渡市でのトキを守り増や
すための環境保全型農業の展開（第5章）、京都市宝が池の森での都市に残存する
里山を保全するための人のネットワークの拡大と活動の展開（第6章）、広島県北
広島町での地域の風土に基づく草原や里山の再生・保全活動の創出プロセス（第
7章）、沖縄県金武町での観光資源としてのマングローブ林の保全を進めるための
コミュニケーション（第8章）、徳島県での民学官の協働による生物多様性地域戦
略策定の合意形成プロセス（第9章）について詳述される。

第3部では、「地域に入り込んで研究や協働活動を行っている景観生態学者は
地域の景観や地域をどのように見ているのか」という問いへの応えとして、景
観生態学研究者が持つ“観点の曼荼羅”が示される（第10章）。そして、地域に入
り込んで研究や実践活動を行ってきた研究者・専門家が蓄積してきた、協働の
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活動を動かしていくための経験知をパターン・ランゲージとしてとりまとめ、
自然資本管理に関わる協働のプロセスをデザインし、マネジメントしていくた
めのツールキットとして提供する（第11章）。

どのような順番で読んでいただいても構わないが、まずは第1章を読んでい
ただき、第2部を読む前には第2章を、第3部を読む前には第3章を読んでおくこ
とをおすすめする。第3部で解説される個々のパターンは、第2部で描きだされ
る事例の中に描かれている出来事や抽出されている経験知と関連する内容も多
いので、章間を行き来しながらその関連性を見出していただければ、発見的な
楽しみを得ながら読んでいただけるのではないかと思う。そして、何よりも、
第2部、第3部については自らが取り組んでいる、もしくは取り組もうとしてい
る活動を頭に浮かべながら、その状況と対比させつつ読んでいただくことで新
たな視座を得てもらえるならば、僕たちにとってこれほど嬉しいことはない。
　この本に込めた僕たちの思いが自己満足に終わらず、様々な地域での活動の
創出につなげていくとの目標が達成されるかどうかは読者の皆さん次第である。
ぜひ、様々な場での活動の創出、発展に役立て、そして、新しい「知」と「技
術」を蓄積していっていただきたい。

本書は、プロジェクトメンバーがそれぞれの地域の皆さんと信頼関係を構築
しながら実践してきた成果のまとめである。僕たちを受け入れてくれて、話を
聞かせてくれたり、僕たちの話を聞いてくれたり、また、楽しい酒盛りに招待
してくれたり、そしてともに活動する仲間に加えてくれた地域の皆さんには感
謝しかない。この本が、少しでも皆さんへの恩返しになればと思う。（公財）日
本生命財団は、プロジェクトの推進と本を出版するための資金を提供してくれ
た。荒巻悠さんは、ほんとに素敵なイラストを描いてくれた。本のデザインは、
吉田考宏さんと八田さつきさんにお引き受けいただいた。そして、共立出版の
天田友理さんには、企画段階から出版に至るまでずっと寄りそっていただき、
適切な助言と具体の指示をいただいた。僕たちの執筆が遅くて、さぞ気をもん
だことだろう。天田さんがいなければ、本書は日の目を見ることはなかった。
この本は、これら皆さんとの協働の賜である。
� 2025年2月

編者を代表して
鎌田磨人
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